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れは Yapand Oke (1974）による顕熱フラックスの車接観測の結果と一致する。それに対応して日
中に空気塊が震上冨上を移動する間に、屋上面の近くでは顕熱フラックスの発散に対応して空気が
冷却され（下屠では風下関に向かつて降温する）、その分上空の空気が媛められ（上層では風下測
に向かつて昇温する）ていると考えられる。すなわち、屋上面上を空気が攻走する詞に屋上面近携
では熱が失い、その分上空の空気が加熱されていることが想定される。さらに日中には夏季・冬季
ともに屋上面上からその風下髄へ向かう熱の水平移流が存在し、日中に吹走する海風を屋上面が加
熱している。以上のことにより自中海風時には海岸部に比べて建築物密集している市街地の気温が
高くなり、かっ両地域の気湿差辻量上面付近の高度で最も大きくなるむこのように屋上面は都事境
界層下部のとートアイランドを形成する主たる熱源であると考えられるむ
第7章（結論）では本研究で得られた結果と今後の課題について述べる。すなわち、都市境界屠
と都市キャノぜ一層との界面付近に笠置する屋上面の表面逼震、放射収支・熱奴支特性や屋上面上
大気の安定度、気温・嵐速の鉛直分布、ならびにそれらの時詞変化は地上と異なること、また、屋
上面は地表酉とは独立した熱源として屋上面上および親密の大気に影響を与え、子宮街地上空におい
て日中に都市境界層下部のヒートアイランドを形或する主たる熱源であることが明らかになったc
本研究では特定の屋上富を対象としてそれが大気に与える影響について考察を行った。しかし、
都市上空の高温域や都市キャノピー暑は、都市という建築物の集合体があってこそ形成されるもの
であり、個々の屋上面の効果を単純に積算したものと屡上面の集合体としての効果が同一である保
証はないa さらに、建築物壁菌や道路面からなる都市キャニオンが有する都市気候への寄与も大き
いことが知られている。それゆえ、都市表面を構成する様々な要素の都市気候へ与える影響の解明
や異なる条件下における観測が必要であるとともに、都子行気候に対する建築物の集合体としての効
果を明らかにすることが今後の課題となろう。
